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暴力の十字路

一マードヅクの小説について（１）－

山本長一

１ 

「怒れる若者達」の一人にIrisMurdochが仲間入りをさせられてから久

しいが，すでに24冊もの小説を世に問うたこの多産な作家は，そのリーダプル

な文章によって複雑な人間の構図をとらえてきた。その出自からして哲学研究

家兼作家としての宿命を背負ってきたマードックは，自らは哲学的作家として

のレッテルを好まないようであるのに，読者の側では，そのテクストの中に，

かくされた哲学的主題がリゾームとなってつらぬいているのに無関心ではいら

れない。彼女の小説家としてのスタートの動機はなへんにあるのだろうか。ｊＭｉ

初の来日の際の座談会で「……作家というものは要するに，できたものが問題

であって，どういう手法を使っても，まったく自由であると思っています｣(1)

と述べて，哲学というきゅうくつな立場より目由な形式をもつ小説の方が魅力

があるという趣旨の発言をしたのが思い出される。形式としての自由は内容や

対象についての自由を要求する。偶然性に満ちた世界という対象を正確に美し
く描くためのメディアとしての小説にすべてを投げうって転じたのである。た

だし虚構としての小説にも伝統や形式があり，彼女自らが認めているようにプ

ロットやストーリー性を大切にしていた19世紀の小説，なかんずくロシア文学

に傾倒しているから，決して斬新な手法の作家とはいえないであろう。この点

に関しては保守的な作家の一人に数えられると思う。小説の危機が叫ばれてい

るように多くの作家がプルーストやジョイスに迫ろうとしたが越えることがで

きなかった。その中でマードックが黙々として小説の生産をしつづけてきたそ
のエネルギーは特筆されていいだろう、

彼女の小説は自らの思想なり哲学なりを読者に押しつけようとする目的論的

営為をうすめつつ，また時には拒否しながら，ロラン・パルトの「悦楽」（ジ
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ユイサソス）を味わえる適度な娯楽性と美学を有している。思想と悦楽の間の

たわむれにマードックの作品のアイデンティティがあるように思える。いずれ
にしても彼女が英国の「偉大な伝統」の一人として叙位にあずかるかどうかは

ともかく，その手法の保守性において充分な資格を有するであろう。イーグル

トソ流にいえば，ブルジョア公共圏の読者に消費されるに足る反動性と美学の
倒錯に，高踏派をもくすぐる価学的身ぶりの「助六」ふたいな厚化粧をして付
加価値を高めようというマードヅク風戦略はアカデミックな文学制度と「ハー
レクイソ」風読者の受容の混交を射程に入れているようである。

２ 

マードックの哲学的エッセイ，“AgainstDryness，，において「現代文学が

暴力にとても関心があるのに悪の説得力のある絵を描いていない｣(2)といって
いるのは，彼女が《暴力》という根源的な流動体の表象としての《悪》に注目

していることを示しているのではないだろうか。処女作Ｕ）z此γノハｅ」Vゼノ(3)以
来，暴力を明らかに意識した作品を次々と発表している事実がそれを裏付けて
いる。ＦＪｉｇｶﾒかo”ノルｃＥ"c〃α"ｉｅγ,(`ＤＡＳ”cγｅｄｆ形＠｡,(`）フ1ｈｅ［ﾉｸzjcoγ",(`）
ZｿｂｅＩｍＪｍ〃Ｇｉγ/,(7)７１ｂｅＩＹ籾ｅｑ／ﾒｶｅＡ"gC/S,(8)ＡＦｔｚ〃ｌ１ｙＨｂ"o”α6ﾉﾋﾞ

D砿αｵ（９）などの初，中期の作品だけでなく，肢新作ＴｂｅＢＤｏＡα"ｄメカｅ
団ＯｆｈｅγjlOOd(１０)に至るまで，マードックの得意とする暴力のシーンは，日常の

身辺におこっている多様な暴力現象と同様，ありふれたものとつい看過してし
まいがちだが，大きなプロブレマティークを懐胎したグラフィックなシーンを

見せてくれる。(理性の対極にある暴力を集団・社会に遍在するものとして，哲
学の分野においてでなく，小説という四輪駆動車を駆って登坂しようという試
みは狭いテリトリーを脱属領化する運動に他ならない。ディスクールとしての

哲学とアモルファスな暴力は対立するものであるから，哲学は後者をこれまで
はかなり疎外してきた。人類の起源から今日に至るまで《暴力》と《闘争》は，

人間の関係性，社会形成上不可欠のモメントであるのにかかわらず，これらの

隠花植物として－いわば「呪われた部分」として－われわれの目から巧妙に隠
蔽されてきたのである。哲学の非嫡出子である暴力は，それでも数少ない学者
たち，例えばヘーゲル，ベンヤミン，レヴィーストロース，パタイュ，ジラー

ルなどのまなざしのきざはしに焼きつけられ，特に後の二人によって，社会形

成のメルクマールとして重要視されている。日本においては，今村仁司の研究
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に集大成されて，マルクスの価値形態論などを包摂し，抜本塞源の精繊な理論

に構築されている。暴力に関する普遍学たる今村理論を最大の視座にすえて，

マードックの小説を分析してみることにしたい。

３ 

マードックの小説のうち，Ｚ１ｈｅＵ)zjcOγ〃は文学用語辞典('1)の中で「ゴシッ

ク」の項に収められているように，きわめてゴシック・ロマンス的色彩に富ん

だ作品ということになっている。この小説のＩヒロインのHannahは以前夫殺

害未遂事件をひきおこして，西アイルランドとおぼしき荒野の海岸近くの

GazeCastleという館に幽閉されている。この館の不在地主たる夫のPeter

の命を受けた腹心の部下たちによってHannahは外へ１１{られないように常に

監ｉｎされている。人里はなれた中世の雰囲気をもつGazeCastleはゴシッ

ク・ロマンスの舞台としての条件を備えている一方で，この小集団は，より大

きな社会の審級としてのアナロジックな柵造を保有しているのである。

夫殺しは未遂とはいえ，タブーの侵犯であり，この小説の始まる以前に《暴

力》によってこの集団が危機におちいったことがあるという事実が知らされる。
●.●● 

前過去での暴力にこのGazeCastleが汚染されていた事実，すなわち，始め

に暴力ありきである。Hannahのフランス語の家庭教師としておもむくMar‐

iａｎはこの館に近付くにしたがって激しい恐怖感に襲われる。ゴシックの条件

としての恐怖というより，見えざる暴力に満ちたカオスを前にした時の彼女に

は，その恐'怖の何たるかがわからない。ただ恐しいのである。彼女は「いわれ

なき」(irrationnelle)暴力の血の匂いを感じとっていたのであろう。ルネ・ジ

ラールはオィデイプース神話の「父殺し」と「近親相姦」のテーマに言及して，

フロイトがそれに人類の抑圧された《欲望》をよゑとるのに対して，抑圧され
●●●●●●●●｡●．●● 

るのは欲望でなくて《恐怖》すなわち絶対的暴力に対する恐怖であるとのべて

いる(１２)。『アッシャー家の崩壊』での沼に映ずる館を前にしたときの主人公の

抱いた恐怖と似たものだったにちがいない。この館についてMarianは次のよ

うに感じたことをのべている。“Somedeeplackofassuranceintheplace

itself.…）この゛家の安定感の欠如は，ジラールのいう「供犠の危機」の状態に

GazeCastleがおちいりつつあることを予想させている。PeterによるＨan‐

nahへの日常的な暴力とそれに対して近隣のもう一つの館Riders邸のＰｉｐ

との情事と駆落と，それを抑える夫との間の暴力，その結果Peterは断崖か
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ら落ち，命はとりとめた力:，障害ある身となる。その罰としてのHannahの

幽閉，そしてPeterの第一の手下Geraldと，使用人のEvercreech姉弟一

ジラールはかれらを「暴力の双生児｣，互いの「分身」と称している－による共
●●●● 

同体の成員の全員一致による暴力的なIlik視というように暴力現象のプロセスを
●●●●● 

経てきたのである。人類の原初的暴力をくりかえすことは，その社会を危機に

おとしいれるので，神話においてよく見られることであるが，儀礼として「管

理された暴力」を周期的にくりかえすことによって前者の暴力をそらし，その

伝染をくい止めて，その共同体の秩序を保つことになる。ヴァルター・ベンヤ

ミソのいう「法維持的暴力｣uいにあたるものであり，良き暴力によって悪しき

暴力の呪われた感染から共同体を救う効果をもっているとされる。成員同士の

相互的暴力は，互いの「分身」を生糸||{して，際限のない暴力が瞭原の火とな

って荒れ狂い，やがてその集団をソドムとゴモラの町のように崩壊させてしま

う恐しいものである。この暴力による闘争は互いの差異から成立している秩序

を破壊して,非窪臭化のカオス的地獄に成員を追いやってしまうのである。今
村理論では次のようにいっている。

暴力によって生れた社会関係はつねに暴力を内在させており，たえざる危

機が社会関係を脅かす。社会関係に危機がおとずれるたびに（非差異化)，

社会関係は運命的に暴力によって危機をそらす必要にせまられる('５)。

これらの危機を回避するために「身代り犠牲」が考えられるようになった。そ
●● 

こで二項対立的関係（相互性）を維持したり，また危機におちいったために，

回復を要求するときには，排除される《第三項》をでっち上げる。つまり「暴

力的に抑圧され，排除され，あるいは殺害される｣('6)のが第三項である。その

典型的なケースが「供犠」（サクリフィス）であり，「身代り犠牲」であるとい

っている。この現象は単にレヴィーストロースの「冷たい社会」においての糸

あてはまるだけでなく，「熱い社会」であるわれわれの社会においても，巧み

に隠蔽されてはいるけれども，おこり得る現象である。

ひるがえってGazeCastleに目を向けてみよう。ここで７年前におこった
●●●●● 

Hannahをめぐる夫殺し未遂事件とその処理は，現実的暴力の脅威を成員た

ち相互に知らしめることになり，この集団の完全な崩壊を防ぐために犠牲＝第

三項を選び出し,それを全員一致して排除するという犠牲のメカニズムを介在
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させなければならなかった。この第三項こそHannahという「眠れる森の美

女」（thesleepingbeauty)，「つれなき手ﾘﾘ女」（labelledamesansmerci）

である。

「神話的」暴力は，ギリシア神話やアフリカの王たちの儀礼に顕著に見られ

るものであり，またこの小説の蕪底|；Ｉｉ文としてかくされた麺要な主題である。

「冷たい社会」においては第三項としての犠牲者は，順罪の山羊，牡牛，子羊

など動物供犠の形をとることも多い。アフリカの王と同様に，Hannahは唯
●● 

－性をもたされ，隔離されているいわば聖'１１されたもうひとりの王である。犠

牲者として彼女はそれなりの条件を備えている。ジラールはギリシア悲劇のテ

キスト中の例に供犠のいけにえをみたす性格を指摘している。それによると，

それは共同体のあらゆる成員に似ていなければならないし，同時に，似たもの

であってはならず，近いものであると|司時に遠いもの，同じものであると同時

に別なもの，分身であると同時に聖なる「差異」でなければならない。連続と

不連続のリミナリティに息づく両義的存在としてのいけにえがジラールのいわ

んとする性格づけである。MarianはHannahのことを少し病的でどことなく

宗教的な感じをもっているといっている。沢１１１の鏡がある部籠に閉じこもって，

髪はタバコの火でところどころ焼け，ウィスキーの匂いをさせて，余り身なり

もかまわないが美しく，聖性を帯びた囚われの貴婦人は聖と俗の両義的性格を

有している。彼女が鏡に自分の姿をうつすのは，分裂する「分身」としての自

らの鏡像に，無意識に，その統合したアイデンティティを求めていることにな

るのかも知れない。鏡の中では，たえず虚像の交換，交錯が行なわれており，

そこは幻想にとらわれたもののシミュヲークルの世界であるから，たえざる分
●● ●●●●●● 

身の分泌をしつづける非差異化〕H1動の閉ざされた－次元の世界ともいえる。

Riders邸のＰｉｐの父で老哲学研究家のＭａｘはHannahの存在をスケー

プゴートであると明確に指摘している。彼女は一人の罪人であり，キリストの

イメージをもつ「ニニコーン」であるとしいっている。プラトニストのＭａｘ

はキリスト教を信じていないが，次のような砿婆なことをいう。

“I'mnotacllristian，Bysayingshe，sguiltyljustmeanshe，ｓ 

ｌｉｋｅｕｓ・Ａｎｄｉｆｓｈｅｆｅｅｌ５ｎｏｇｕｉｌｔ，ｓｏｍｕｃｈｔｈｅｂｅｔｔｅｒｆｏｒｈｅｒ･

Guiltkeep§peoI)leimpriHonedinthemselves・Ｗｅｍｕｓｔｊｕｓｔｎｏｔ

(orgetthattherewasacrime・Exactlywhoseprobablydoesn，ｔ
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matter・ｂｙｎｏｗ.'，(17） 凸

かつて「一つの犯罪」があったことを忘れてはならないということは，ベンヤ

ミンによれば法を破壊する「神話的暴力」の荒ぶる力があり，人類の始祖がカ

イソとアベルのように兄弟で殺し合うようなかっての一つの犯罪をひきおこす，

この根源的暴力を…Ｈａｍｍｈの場合も忘れてはならないということである６だ

れが犯したかは問わない。集団のだれかをスケープゴートにしてその根源的暴

力の恐怖の承を忘れないでおくことである。そのスケープゴートを儀礼化して，

制度として定着させることが供犠の存在の十分な理由であるとＭａｘはいふじ

くもいいあてている。この集団の秩序と文化を維持する装置としての第三項を

排除することで供儀をつづけなければならないのは人間の宿命といえるだろう。

Ｍａｘがつづけて，「Hannahをスケープゴートとして利用せざるをえない」と

いうことは，かつての「一つの犯罪」を，形をかえて制度化するという暴力の

差延化と〆タモルフォースによって永遠に合祀しようとする「婿国法」である。

ここには供犠と犠牲のメカニズムが顕著に見られる。

「ユニコーン」という想像的な生物が一角獣という動物であると同時にキリ

ストのイメージをもあわせもつものであるとすれば，《聖》と《俗》の両義性

を有しているということになり，その姿そのものも「この分れぬ状態こそが，

あるいはｂ馬；犀，山羊などの混合形態である一角獣の未分化のありようこそ

が〆神的なものと悪魔，純潔と性的放縦といった，互いに相容れない象徴を併

存させるよう，むしろ仕向けてきたのだ｣(I印とその両義的性格を強調している。

この性勇猛な，暴力の化身そのものの一角獣を馴致させることは不可能だが，

無垢な処女が近刊〈とその膝におどりこ鍬，これを王のもとにもってゆくとキ

リストのすがたにな:り，やがて処女マリアの躰内に入ったときれている。この

一角獣はｊ処女マリアがやがて生む神の子イエスの位置を.とり,￣エロティック

な解釈をすれば，彼女の躰に沈みこむ男性の力の際立ったシンボルと化してい

ることになるｕ,〕・杉橋陽一によれば，クリニュー美術館にあるタピスリー『貴

婦人と一角獣』には，処女が差し出す鏡に自らの姿を映すユニコーンが織込ま

れているとL､うことである．しかもリルケの『オルブォイスヘのソネット』第

二部の四では，－．．

銀の鏡のなかに，そして処女のうちに！まことの存在を得たのだった。
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というくだりがあり，Hannahが鏡にいつも自らの姿を映しているのと暗合

しているのも興味がひかれるところだ。世俗の眼には存在しない（空想上の）

ユニコーソが鏡の中と，処女の躰内に存在することをこのソネットは伝えてい

るということである。さらにHannahはＭａｘによると，Ａｔ６の女神に隠噛

されることによって，その聖性と暴力を体現しているということがいっそう明

らかにされている。再び引用してZ入よう。

ＡｔｅｉｓｔｈｅｎａｍｅｏｆｔｈｅａｌｍｏｓｔａｕｔｏｍａｔictransferofsuHering 

fromonebeiｎｇｔｏａｎｏｔｈｅｒｏＰｏｗｅｒｉｓａｆｏｒｍｏｆＡｔｅＴｈｅｖｉｃｔｉｍｓ 

ｏｆｐｏｗｅｒ，ａｎｄａｎｙｐｏｗｅｒｈａｓｉｔｓｖｉｃｔｉｍｓ，arethemselvesinfected、

Ｔｈｅｙｈａｖｅｔｈｅｎｔｏｐａｓｓｉｔｏｎ，ｔｏｕｓｅｐｏｗｅｒｏｎｏｔｈｅｒｓＴｈｉｓｉｓ 

ｅｖｉｌ，ａｎｄｔｈｅｃｒｕｄｅｉｍａｇｅｏｆｔｈｅａｌｌ－ｐｏｗｅｒfulGodisasacrilege.(20〕

力をその犠牲者によって次々と伝染させる。この力を他者に行使することが

《悪》なのである。この伝染をくい止めるにIよ「完全な犠牲者」になることが

その集団からも望まれる，Hannahはこのようにして犠牲＝第三項として，そ
●●●●● 

の集団＝Ｇａｚｅ館から一致して下方へ排除されているのである。Ａｔ６神はゼ
●● ●●●●● 

ウスの怒りをかって地上に落下させられた，いわば下方へ排除された神々の第

三項である。Hannahは次有と犠牲者を生み出し，悪への長い連鎖を紡いで
●●●● 

ゆくＡｔ６と同じ狂気と聖性を具有し，相互的暴力を伝染する《パルマコン》

的人物であって供犠の中心にすえられることになるのである。パルマコン的人

物はその集団の周縁へと追いやられつつ中心にすえられるマージナル・マンと

もいえるであろう。

Maria、がこの中世的世界に外からマジノ線を越えて入ってきた時は，あの

事件後７年目になっていた。彼女はGazeCastleの住人たちをよく見て

(gaze)，その正体を読者に伝える語り手でもある。彼女の目に映ずるHannah

以外の住人たちは，供犠の舞台のこの館でどのような役割をになっているので

あろうかとGeraldはこの館の主人Peterの従兄で，同性愛の相手であるが，

Peterの奴隷としての，いわばPeterの分身としての地位につぎPeter不

在のＧａｚｅを支配している。彼は，Peterがアメリカ人の青年をその同性愛

の相手に選んだので嫉妬にかられるあまり，Hannahをそそのかして，Riders

邸のＰｉｐとの情事や駈落ちの計画に手を貸すことさえした。そしてGerald
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'よHannahのことをPeterに密告し，この計画は暴力によって阻止されて

しまう。GeraldはそれまではHannahの下僕だったものが，Hannahを臘

視し，支配する役に転じる。Hannaは女主人→奴隷へと地位の転倒のプロセ

スをたどる。

Evercreechlllli弟もGeraldと同じくPeterにやとわれていて，弟の方の

JamesieはGeraldと同性愛の関係をもち，姉のVioletもまたMarianに

同性愛の関係を迫るのであった。以iiiiRiders邸から移ってきてHannahを

守っているDenisはこの館で繁力の汚染をまぬがれている唯一の住人である。

マードックはDenisのようなマイナーな作中人物にその作品のキイワードを

語らせることをする傾向が強い，Marianは当初Geraldにひかれるが，次第

にDenisに親愛の情を寄せてゆくのである。Denisを除いてこの館の住人た

ち（ただし二人の女の召使いを省いて）は全員一致して，Hannahの監視・
●● 

幽閉}こ《労働》を提供しているのであり，こういった性と暴力の過剰(エクセ）

に第三項が存在することで，カタストロフィの危険を回避してきたのである。

一方，外部から７年前にＭａｘの息子ＰｉｐがHannah奪回を謀り，失敗

し，又５年前にＧａｚｅに来たばかりのJamesieもHannahを連れ出そうと

したがこれも失敗し，Geraldの暴力により罰を受け彼の奴隷になり下がって

いた。Ｍａｘの大学での愛弟子だった商級官僚のEHinghamもHannahに近

付き，夏期休暇には彼女に会うためにRiders邸に滞在するようになった。な

おRiders邸には，Ｐｉｐとその姉のAliceが住んでいて，AliceとEHingham

が結婚するようＭａｘは自分の娘と愛弟子に望んでいたこともあったが，

EHinghamは今ではHannahにひかれていた。そこへMarianが家庭教師
●● 

としてＧａｚｅへやってきたのである。外部のこれらの人たちもＧａｚｅの相互

的塾力の「分身」たちによって厳重に監視されている一種の封建的，鎖国的社

会いいかえれば“non-lieu”がＧａｚｅであろうここの「非場所」に想像上の

動物ユニコーンを求めて外界＝真境から閲入することでGazeCastleはさら

に存在の危機におちいるが，これまではHannahを第三項排除することで乗

り切ってきたのである。Hannahはこの幻迩の中で，すっかり無力感をいだ

くようになり，服従に甘んじているのである。

４ 

7年目の７という「マジック・ナンバー」はこのGazeCastleに再び当初の
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カオス的状況のくりかえしを予告している。この地方(西アイルランドらしい）

を７年毎に襲う洪水や川や沼の氾濫により近隣の村は流失して消えてしまい，

川にはサケも登らなくなっている。しかしDenisは今年はサケが登っている

とMaria、に語っている。その洪水では底なし沼の水があふれ，車が流されて

何人かの命が奪われていた。メガリスやドルメンが屹立する荒地は古代の祭儀

をしのばせる異教の地である。伝承や民話によくあらわれる７という数は，こ

の小説においても「獣の名」であり「獣の数」である６6６のように大きな刻印

を人のひたいならぬ小説の語りにうがっている。７年目に|眠りから目をさまさ

せるべく，外からやって来る王子ならぬEflmghamを誘ってMarianは，

Denisの協力を得て，Hannah救出作戦に取りかかることになる。この計画

をEH6nghamに彼女がもちかけると，彼は次のように思う。

Ｔｈｉｓvisionconjuredupbythesewordsfrightenedhimvery 

muchindeedHepicｔｕｒｅｄＳｃｏｔｔｏｗｏｎｔｈｅｒｏａｄｂｅｈｉｎｄｈｉｍ・There

wasviolence，violenceasleepinthatsituation、Ｈｅｄｉｄｎｏｔｗａｎｔ

ｔｏｂｅｔｈｅｏｎｅｔｏｗａｋｅ、ｉｔ.〔2ｍ

眠っている虎の尾を踏むごとく，法維持的暴力にメタモルフォースして眠って

いる暴力を目覚めさせる危険を感じとっているのである。囚われ人であると呪

文をかげられ，自由を放棄してしまったHannahにショックを与えなければ

ならないとしぶりがちなEHinghamに迫って，ついに実行することになる。

だがＭａｘの娘のＡｌｉｃｅの邪魔が入ってこの度も失敗に終ってしまう。Gerald

による邪悪な暴力の風がＧａｚｅに吹き荒れることになる。彼は，自由とか幸福

とかば無意味であり，われわれはすべて大きな機樅の中に組承こまれて，運命

に支配されているのにすぎず，絶対的な権威に従っていかなければならない，

それゆえにMaria、にもその権威に従っていかなければならないという。彼

女もこの大きな権威すなわちGeraldを中心とする暴力による秩序に屈服する
●●●●●●● 

ことになってしまう。周縁から中心へと暴力的供犠のメカニズムの体制に吸い

こまれてゆこうとしている。

MarianたちのHannah救出作戦は失敗したとはいえ，それまでHannah

をスケープゴートにしてきたこの集団が，７年目にして再度の供犠の危機をむ

かえたことにはちがいない。姿の見えない邪悪な櫛主のPeterがついにＧａｚｅ
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へ帰ってくるといううわさがたち，現実的暴力の恐怖が一段とHannahたち

を呪縛する。Hehadalwaysfearedtheviolencethatlaybehindthe

legendofthesleepingbeauty.(22)というようにEHinghamt又，底なし

沼の沼気のように立ちのぼる暴力の汚染が拡散することを恐れている。７年前

の暴力の再現がこのＧａｚｅをふたたびカオスにつきおとすことになるであろう。

GeraldはHannahを一室に閉じこめ，性の奴隷におとしめてしまう。暴力

と性のデイオニュソス的オルギアはこのようなカオスの状況の特徴をなすもの

であり，《過剰》の《蕩尽》とパタイユはいうであろう。主人であってイトコの

Peterの妻を犯すというタブーの侵犯は，この集団が，男色，レズビアン，近

親相姦，婚外性交などのオルギアに耽溺して《消費》の糸の経済におちいった

ことを示しているといえるだろう。

欲望のミメーシス(23)は暴力のミメーシスをひきおこし，この相互的暴力は分

身の分泌をしつづける。それに抗して，Denisは外部からの最後の一人として

Geraldに立ち向かうが，カオスの暴力エネルギーを吸収して肥大化している

Geraldのブラックホールに吸いこまれて，たちまちのうちにたたきふせられ

てしまう。この度もGeraldたちの暴力の勝利とHannahのスケープゴート

への排除の確認で終るとすれば，その後に続くEHinghamとAliceの旧い

恋の復活，MarianのDenisへの新しい恋の芽生えというふうに，Hannah

の犠牲のもとにシェイクスピアの喜劇の結末に似てすべてまるく収まる大団円

でこの小説も終ることになるであろう。Jamesieはいう。

“Ｏｕｒｈａｐｐｙｆａｍｉｌｙｗｉｌｌｎｏｔｂｅｂｒｏｋｅｎｕｐ･Ｆｏｒａｌｌｓｈａｌｌｂｅｒｅ‐ 

stored,revived，renewed，ａｎｄｆａｒｍｏｒｅｂｅａｕｔｉｆｕｌｔｈａｎｉｔ・ｗａｓｂｅ‐

fore1〔2`）

Hannahがいうように，このまま目らに厳しい戒律を課しγ苦しゑに耐えて

祈るだけの生活にもどることになるとすると，それは供犠のいけにえとして甘

んじることになり，それまでの７年間の儀礼化され呪縛されたＧａｚｅへの逆

もどりを意味するであろう。

ところがMarianは，それは新しい魔法の始まりであり，ａｆａｒｆａｒｓｔｒａｎ‐

gerandmoredangerousspellthanthｅｏｌｄｏｎｅ.(26)であると気付き恐怖を

おぼえる。シェイクスピアのロマンス劇はここには全く存在しえない｡Hannah
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がMaria、にいうには，に1分はこれまで崇拝者たちを樋にして生きつつ，「神

の役」を果たしてきた「いつわりの神」であったと，そして自分に寄せられる

周囲のものの自分の若し承への信仰によって生きてきたのだから，其の苦しみ

は今まではなかったのであり，今始まってこれからつづくのだと。ということ

は，自ら知らずにスケープゴートとして聖別されて，俗なるものから聖なるも
●●●●●●●●● 

のへ，下方から上方へ排除されていたのである。外界の力に頼ることなく自ら

の集団の中で，彼女は己れの苦しみを己れ自ら引受けてゆこうとひそかに決意

しているのであろう。その決着のつけ方は何か。Marianは背後に「はるかに

異常で，はるかに危険な」流動体＝暴力を感じとったのである。

「閉じられた静かな暴力のカプセル」（aclosedcapsuleofquietviolence）

が議動し始める。Ｐｉｐによる７年ぶりのHannah救出の試みは，眠れる森の

美女を目ざめさせる王子のヴァリアントである。だが，Hannahはこれまでの

７年間何もしようとしなかったＰｉｐを拒絶してしまう。GeraldがPeterに代

ることは,Ｇａｚｅの絶対的支配者として「塔のようにそびえ立っていた」Peter
●●●● 

の潜在的暴力のGeraldへの感染であり，二人の間の非差異化によるGaze

Castleの供犠の危機は決して過ぎ去ったわけではないのである。

‘ＧｅｒａｌｄｉｓＰｅｔｅｒｎｏｗ、Ｈｅｈａ急Peter'ｓplace，heispossessedby

Peter，ｈｅｅｖｅｎｌｏｏｋｓｌｉｋｅＰｅｔｅｎＨｅｉｓｎｏｌｏｎｇｅｒｗｈａｔｋｅｅｐｓＰｅｔｅｒ 

ａｗａｙｆｒｏｍｈｅｒ、ＮｏｔｈｉｎｇｋｅｅｐｓｈｉｍｏＨｈｅｒｎｏｗ.，(z`）

今村理論では，非差異化された「無差別空間」は第三項の胎児の羊水である。

この空間は，「第三項の位置をめぐって，対立と抗争をくり返すという相互暴

力状態が現出する。その事態を私は，分身（ドゥブル)，ミメーシス，偶有性な

いしはゲーム性といった用語で特徴づけておいた｡｣(27)と今村理論でうたって

いるように，一つのブラックホールに似ていて内外から暴力のエネルギーを集

中させることになり，カオス的危機の状態におちいっているのである。それは

GeraldによるHannahの性的，暴力的奴隷化，再度の監禁と，それに続く

Pipの行動と挫折，さらに決定的な暴力であるHannahによるGeraldの射

殺にまで荒ぶる力の一連のミメーシスに根底からＧａｚｅはゆすぶられる。ヘー

ゲルなら，主と奴の承認をめぐる闘・讃ということになるだろうか。ともかく，

全員一致によるHannahの第三項排除の成立は失敗したことになる。今や無
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差別に相互的繋力をふるい合う，自他の非差異化によって，シミュラークルの

世界と化してしまう。閉じられた鏡の国における合わせ鏡の無限の数の自己の

映像は分身のコピーに他ならない。

EHinghamはそれまでHannahに「聖母｣，「純潔な女神」というイメージ

をいただいていたのが，その背後に狂蕊性をみとめざるをえなくなった。彼は

この鏡の国を脱し，現実を見つめる（gaze）ことで，Aliceへの愛に再び目ざ

めようとする。一方Marianは「この家に蓄積された邪悪な兇暴な力」を感じ

とっていた。その力を体現し，Ｇａｚｅの外からの遠隔操作によってＧａｚｅの住

人たちを支配下においていた隠された邪悪な神Peterは，ついにニューヨー

クを発ち，GazeCastleにもどろうとしていた。Hannahは更なる直接支配

と日常的な暴力の伝染を恐れ，自らが受ける若し糸を他に伝染させることを防

ぐために，その苫しゑを一身に引き受け，鴎力のミメーシスを切断しようとす

る。そのためには１３殺しかない。身を躍らせて海に飛びこんだのである。股後

に至りHannahは自らの意志で選択して死による連続性の勝利を望んだので

ある。エロティシズムと究極の死との融合によって，パタイユのいう不連続の

存在としてのHannahの「死が存在の連続性を顕現する｣(28)という逆説を導

き出したのである。いわれなくこの世に投げ出された不連続の存在の一個の人

間は，その不述統の破壊，組織された形体の解体を欲望して死に走ったのであ

る。

さて，PeterはGazeCastleに来る途中，あの供蟻の危機を隠阿iiiする７年

目の洪水のために彼の車が流されて溺死してしまう。更にＰｉｐも銃の手入れ

中に，自殺ともつかない暴発で死ぬ。Hannahをめぐって，彼女に欲望する

三人の男の死を彼女の死は巻きこんでしまった。供犠の危機はHannahとい

う第三項の排除効果によって回避されるはずであったが，その集団内の現実的

暴力の余りの過剰はスケープゴートの単一性を消尽した上に更に多くの犠牲を

必要としたことでここでの供犠は失敗し，この小説は結末をむかえることにな

る。

GazeCastleという一つのモデルとしての社会における儀礼と供儀の危機，

そして第三項排除によるスケープゴートメカニズムの成功と挫折は，あまねく

より大きな社会集団のアナロジーを示しており，その社会集団にひそゑ，隠蔽

されている荒ぶる力の恐しさとたちまちのうちに崩壊に至らしめるそのエネル

ギーに読者は置き去りにされて，しばし立ちつくすだけである。この「呪われ
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た部分」の蕊力を社会形成や文化的秩序の日の当たらない非嫡Ｉ１ｌ子から嫡出子

へと庶子準正して白日の下にざらさなければならないことを知るのである。
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